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１ ．はじめに
　新潟県柏崎市内及びその周辺の地域は、2007年 7 月の
新潟県中越沖地震によって大きな被害を受けた地域であ
る。その震源に近い位置にあった柏崎市東本町二丁目「え
んま通り商店街」は、特に家屋の倒壊が著しく、人命さ
えも失われていることから、中越沖地震の被災の象徴と
位置付けられることも多い。震災の直後より、市やまち
づくりのNPO法人などが中心となり、えんま通り商店街
の復興ビジョンを描く取り組みが始まっており、現在に
至るまでに、会合やワークショップが精力的に進められ
てきている1）。
　えんま通り商店街界隈に住んでいた当時の住民の方々
の多くは、現在も同地域に住み続けている。そして、個々
の住民の生活の再建については、震災後10年を経て徐々
に努力が実を結びつつあり、活気が戻ってきているとと
らえる住民の方々も多い。その一方で、商店街のあるべ
き姿の長期的ビジョンを策定し、これを未来像として共
有することについては、住民の総体としてのイメージづ
くりをこれからも続けていくべき、との声がいまだに多
い現状もある2）。
　近年、過去に実在した街並みを人々が映像として共有
するためのCG映像の活用が注目されている。例えば、福
田（2007）は、原爆の被害により消滅した広島市猿楽町
の当時の風景について、当時の住民らへの繰り返しのヒ
アリング結果とわずかに残る写真などから、ハイビジョ
ンのCG映像のコンテンツを制作した3 ）。これにより、当
時の住民らの自己のルーツを認識させたり、さらには平
和への想いを強く訴えさせたりするなどにつながってい
る。また最近では、江戸の街並みの映像を綿密な時代考
証を踏まえて再現し、演劇のバックグラウンドに用いる
などの取り組みにも大きな注目が集まっている4）。これ
らの取り組みは、モデリングの精度を過度に重視せずに、
残存する限定された資料に基づいた視覚的な不自然さを
感じさせない映像の需要が高まっている社会的背景、お
よび、その実現のためのCG映像制作のためのノウハウ

が蓄積されつつあるという技術的背景を物語っている。
加えて、動画コンテンツを 3 DVR（三次元バーチャルリ
アリティ）として個人配信したり鑑賞したりするための
社会インフラの整備や、これを手元で実現するハード
ウェア、ソフトウェアの技術革新も急速に進んでいる。
これらを鑑みれば、本研究の「住民らが中・長期的なま
ちづくりの復興ビジョンを共有する」という目標に向け
て、これらの技術が応用できる可能性も考えられる。
　本研究は、震災前の柏崎市街の風景、特に震災の被害
が大きかった柏崎市東本町二丁目えんま通り商店街を対
象として 3 DVRの技術によって再現することを試みた。
そして、震災前の街並みを再現するという観点から、VR
コンテンツの制作プロセスを整理した。さらに、震災前
にえんま通り商店街やその近郊に住んでいた方々への印
象評価を実施した。これにより、3 DVRによる不自然で
はない街並みの再現のためのポイントを考察した結果を
報告する。

２ ．方法
２ . １ 　VRコンテンツの制作のためのハード・ソフトの
選定
　新潟県中越沖地震の発生前である2005年頃におけるえ
んま通り商店街の風景を、3 DVRコンテンツとして制作
し、当時の住民に視聴してもらうとともに、動画サイト
にアップロードすることによって広く配信することとし
た。住民の方々に 3 DVRコンテンツを立体視してもらう
ための方法にはいくつかあるが、最も簡易な方法の 1つ
として、写真 1の簡易HMD（Google�Cardboard，以下
カードボード）を用いる方法を採用した。これは、スマー
トフォンなどのデバイスに、左右それぞれの目のための
サイトラインの異なる映像を分割表示し、カードボード
により両眼で鑑賞するという仕組みである注1）。視点の固
定された映像を編集することで作るため、鑑賞者はバー
チャル空間を自由に歩き回ることについては制限される
が、見える範囲のものをモデリングすればよいため、制
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　制作した 3 DVRコンテンツは、えんま通り商店街の当
時の住民を集め、その場で視聴してもらいながら、住民
の方々同士で自由にコミュニケーションしてもらった。
視聴後、いくつかの形容詞対を用いたSD法による印象
評価をしてもらい5）、さらに、自由記述欄に今後のVR技
術の復興への応用に期待する点などを記入してもらっ
た。

3．結果と考察
３ . １ 　各建物の高さの設定および壁面等のマテリアル
設定の妥当性
　建物の高さを写真から推定するためのフローチャート
を図 1に示す。図中の数値は、対象となる全建物59棟の
中で、それぞれのルートをたどる建物の棟数を示してい
る。震災当時の建物が現存するのは 3棟であり、ほとん
どの建物は震災前の写真（一部、震災直後の写真を含む）
からボリュームを決定する必要があった。さらに、複数
の写真から立体視できる建物はなかったため、例えば図

作が比較的容易になる。そのため、現在 3 DVRの基本技
術として広く浸透している。
　以上の考え方から、制作環境を以下の通りとした。
・CGソフト：Blender�2.76
・�コンピュータ：NEXT　GEAR　1604NG-i650GA 6 �

Core-i 7 （マウスコンピュータ）
・簡易HMD： 3 DVR�ゴーグル（VOX�PLUS）

２ . ２ 　街並み再現に用いるデータベースとその利用
　えんま通り商店街に面する個々の建物の配置、高さな
どのボリュームに関する情報と、表面の素材に関する情
報をデータベース化するにあたっては、必ずしも数値的
な精緻さを強く求めてはいない。また、当時の各建物の
間口や高さを示す図面等を入手するのにも限界がある。
このため、その基本的なアプローチとして、当時の住民
などが所持す当時の写真を用いて、 1）写真測量により
建物のボリュームを算出する、2）CGデータに写真を取
り込んで建物外壁面などのテクスチャ情報を得る、とい
う方法をとることとした。なお、当時の写真の入手につ
いては、当時の住民に声を掛けて収集することにより、
えんま通り商店街に面していた全ての建物のファサード
の写真を入手するに至った。
　えんま通り商店街界隈の地形情報と建物の配置の情報
については、国土地理院Webで公開されている「基盤地
図情報」から、当該エリアの地形データを抽出してCG
ソフトに読み込み、この上に、当時の紙媒体の地図情報
や航空写真から得られる建物の配置を入力することに
よって作成した。
２ . ３ 　えんま通り商店街らしいシーンの選定と住民の
方々による印象評価
　 3 DVRコンテンツの制作において、あらゆる季節、時
刻および天候を対象としてシーンを再現することには限
界もある。このため、えんま通り商店街らしいシーンに
関する考察を行い、表 1に示す 4シーンに絞って制作す
ることとした。特に、えんま通り商店街は、東西方向に
伸びているため、夕方の西日によって街路が照らされる
様子は、日本海に沈む夕日のイメージともリンクする、え
んま通り商店街らしい雰囲気をもたらすものと考えた。

表 １　えんま通りらしさを創出するための季節、時刻および天候の設定の考え方

写真 １　使用したHMD　　
　　　　　（VOX PLUS ３ DVR）

図 １　写真測量の手法による建物高さの算出フロー
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1 下（ルート 1およびルート 2）に示すように、建物正
面から撮影された写真や、一点透視図とみなせる写真を
選択することによって、高さを推算した。その後、隣接
する建物の高さの推算値との整合性をみながら、目視に
より部分的に数値を調整した。
　次に、建物の外壁面等について、マテリアル設定を行
うためのフローチャートを図 2に示す。壁面等のテクス
チャが明瞭に撮影されている写真は、十分な解像度でデ
ジタル化し、画像処理ソフトによって明るさとコントラ
ストを目視により調整した上で、CGソフトの各オブジェ
クトに貼り付けた。ボケの強い写真や保存状態に難のあ
る写真も一部含まれており、特に雁木の天井面や床面の
ブロック、車道のアスファルト面などの画像テクスチャ
の取得には限界もあった。このような場合は、写真の目
視判読により、RGB値や鏡面反射および拡散反射の反射
率の数値を試行錯誤しながら設定した。
３ . ２ 　えんま通り商店街の元住民の方々によるVRコン
テンツの印象評価
　制作した 3 DVRコンテンツの例を図 3に示す注2）。ま
た、視聴会の参加者によるアンケートの結果は、図 4の
ようになった。 3 DVRによる街の印象（No. 1 〜 7 ）に
ついてみると、当時を懐かしむという印象（No. 7 ）は
狙ったほどではなく、むしろ、静かで物足りない印象を
もたせていた（No. 3 〜 5 ）ことがうかがえる。自由記述

では、えんま通り商店街を行き交う人をまばらに配置し
ていることは、当時のにぎやかな印象と離れている、と
いう意見もみられた。
　えんま通り商店街の各建物の形状や質感の再現性とい
う観点（No. 8 〜14）では、概ね高い評価が得られた。特
に、写真測量の技術で求めた各建物の高さの妥当性や、
アーケードの柱の錆や汚れを写真の貼り付けによって再
現していることへの評価などが、自由記述から読み取れ
た。道路面については、当時の写真の道路面の撮影状況に
マテリアル設定に利用可能と考えられるものがなかったた

図 ２　建物のファサードのテクスチャの決定方法

図 ３　製作した「えんま通り商店街」
のVRコンテンツ

上： 各シーンに対する住民の自由記述
による評価の例

下： 動画サイトにアップロードした
VRコンテンツのシーンの例
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め、CGのマテリアル
設定の機能を利用す
ることとしたが、この
方法ではリアリティ
があまり感じられな
いという評価がみら
れた。特に、この地
方特有の消雪パイプ
に起因する道路面の
汚れが再現されてい
ない点を指摘する意
見が複数あった。
　 3 DVRによる臨
場感の評価（No.15〜
19）については、概ね高い評価が得られた。素材の質感
も、前述の道路面以外に、特に問題点を指摘する意見は
なかった。そして、総合評価（No.20〜21）では、当時を
思い起こしながら、当時の状況を語り合う様子が見られ
ており、「当時の活気を取り戻したいね」などの発言も出
るなど、当時の住民の皆様の現在の気持ちをあらためて
呼び起こすきっかけとなっていたことが確認された。

４ ．まとめ
　柏崎市東本町二丁目「えんま通り商店街」に注目して、
新潟県中越沖地震の被災前の風景を、3 DVRコンテンツ
として制作した。制作にあたっては特に形状と素材感を
よりリアルにするために、当時に撮影された写真から写
真測量の方法でボリュームを求め、また、写真中の壁面
等のパターンをCG上で貼り付ける方法をとった。
　当時の住民による印象評価では、写真から得られた形
状や素材感に関する情報はおおむね期待に添った
3 DVRのクオリティにつながった。写真の十分に残らな
い路面等の情報は、類推による方法だけでは高い評価は
得られない部分もあったが、今回の試みにより、当時の
活気を取り戻したいという前向きな気持ちの形成につな
がったという意見が多く、当初の目的は達成した。
　えんま通り商店街の活気を演出するための人物などの
配置のあり方の検討、視点を自由に移動させるための効
率的な方法の構築、そして、写真が十分得られない場合
にも十分な評価を得るための形状と素材感の設定プロセ
スの構築、が今後の課題となる。
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注
1 ）�今回は 2 Dモード（モノスコピック）のコンテンツ

を制作した。 3 Dモード（ステレオスコピック）の
可能性については今後の課題としたい。

2）�視聴会で使用したコンテンツは、下記動画サイトに
アップロードしている。カードボードの利用が可能
である。

Niit-Iinolab：「柏崎市東本町二丁目えんま通り商店街：中
越沖地震以前の復元」（2018.1.11アクセス確認済）；
https://www.youtube.com/watch?v=eQs_HifUxEc&t=583s

写真 ２　 ＶＲコンテンツの視聴会
の様子

（２0１６.１.１0，柏崎市東本町二丁目
「えんま通り」内「まちから」にて）

図 ４　えんま通り商店街の元住民の方々によるVRコン
テンツの評価結果
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